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浅間山の美しい雪化粧に冬の訪れを感じた昨年末、あっという間

に2023年がスタートして１か月が経とうとしています。
新型コロナウイルスが流行し始め、４度目の冬を迎えました。

ｗithコロナという言葉も聞き慣れ、世の中の動きもずいぶん活発
になってきました。
きぬの郷でも話し合いを重ね、感染対策を行いながら少しずつコ

ロナ禍前に行っていた活動も復活させていただいています。
昨年秋には皆さんともみじ平公園へドライブ散歩へ行きました。

秋晴れの中、紅葉した葉っぱの上を楽しそうに車椅子で走る利用者
様の姿が印象的でした。近くの公園へ行く、小さなことのように見
えますがきぬの郷の中では大きな一歩であったと感じています。
クリスマス会ではきぬの郷初、職員によるハンドベル演奏に挑戦

しました。みなさんが楽しそうに聴いてくださり、一生懸命練習を
して良かったと思う一コマでした。
今後も感染対策を行いながら様々な体験を提供できるよう、安心

してみなさんが活動に参加していただけるよう、努めていきたいと
思います。今年もたくさんのみなさんの笑顔に会えることを楽しみ
にしています。

保育士 新井玲

新年のご挨拶

新年あけましておめでとうございます。
2023年の年頭に当たり、謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
新型コロナウイルスの影響により、昨年も皆様の日常生活に何かとご
不自由をおかけ致しましたが、皆様のご理解とご協力を賜り、新しい
年を迎えることができました。今年につきましてもしっかりと対策を
行っていく一年になろうかと思いますが、ウイルスについて多くのこ
とが判明し薬の認可も進みつつあります。事業所でも感染対策を最優
先する中でも丁寧なケアに専念し、日中活動を拡げられるよう創意工
夫し取り組んでいます。私たちが新型コロナウイルスの感染防止や拡
大阻止のためにできることを今一度確認し、実行していくことで乗り
越えたいと考えております。
さて、2023年の干支は「葵卯」です。「葵」は順序で行くと最後に
あたり、一つの物事が収まり次へ移行する段階、また「卯」のうさぎ
は繫栄する、茂るという段階を意味するそうです。その両方を備えた
「葵卯」は去年までの様々なことに区切りがついて、次へ向かう、そ
して成長や繁栄の新しい世界へ広がると解釈できます。そのごとく、
新型コロナウイルスが終息し穏やかな日々が訪れて欲しいものです。
本年が皆様におかれまして良い一年となりますことを祈念して、新年
のご挨拶とさせていただきます。本年もどうぞよろしくお願い申し上
げます。

2023年1月 管理者 原田妙子
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